
令和2年度

決算見込の概要
　令和2年度の決算見込がまとまりましたので、お知らせします。
　新型コロナ対策に取り組んだ結果、一般会計は歳入・歳出とも過去最大
の規模となり、歳入決算額は416億円で、前年度に比べ27.0%の増加、歳出
決算額は413億円で、前年度に比べ26.7%の増加となりました。
　歳入と歳出の差額は2億7,594万円で、令和3年度予算へ繰り越すべき額
を差し引いた実質的な収支は9,059万円の黒字となりました。
問 (市)財政課 財政係

一般会計の歳出（413億円) 一般会計の歳入（416億円)

市税
113億円
（市民税・固定
資産税など）

地方交付税・
地方消費税交付
金など
74億円

国・県からの
補助金
156億円

市債
（借金）
34億円

基金繰入金 9億円
（貯金の取崩し）

ゴルフ場利用税
交付金　5億円

その他 25億円
（ふるさと納税・公共施設の
使用料など）

扶助費
69億円
（保育・児童手当・
生活保護・障がい
福祉など）

人件費
60億円
（職員給与・
議員報酬など）

物件費 51億円
（委託料・消耗品・品・
光熱水費・賃料ななど）ど）

公債費
38億円
（借金の返済など）返済など）

補助費など
135億円
（特別定額給付
金、各種団体へ
の助成金など）

繰出金 22億円繰出金 22億円
（医療保険や介護（医療保険や介護
保険などの運営費）保険などの運営費）

投資的経費 27億円投資的経費 27億円
（道路や学校などの整備）（道路や学校などの整備）

その他 11億円その他 11億円
（貸付金・積立金など）（貸付金・積立金など）

特別会計決算

収入額 (A) 支出額 (B) 差引 (A)-(B)
国 民 健 康 保 険 89億5,609万円 92億4,173万円 △ 2億8,564万円
介 護 保 険 71億1,163万円 69億8,955万円 1億2,208万円
後期高齢者医療事業 14億1,918万円 13億8,766万円 3,152万円
学 校 給 食 事 業 2億7,052万円 2億6,893万円 159万円

　特定の事業を行うために一般会計と分けて設置される特別会計の決算は、次のとおりです。

企業会計（水道・下水道）の決算については、広報みき11月号でお知らせします。

新型コロナ対策事業の一例（一般会計）
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市の貯金と借金（一般会計）
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借金（市債）の残高 貯金（基金）の残高

1人当たり10万円の1人当たり10万円の
特別定額給付金の支給特別定額給付金の支給

小・中・特別支援学校に小・中・特別支援学校に
1人1台タブレットを整備1人1台タブレットを整備

中小企業などへの事業継続支中小企業などへの事業継続支
援金・家賃支援金などの支給援金・家賃支援金などの支給

国のマイナポイントに加え国のマイナポイントに加え
市独自のポイントを付与市独自のポイントを付与

子育て世帯やひとり親世帯へ子育て世帯やひとり親世帯へ
の臨時特別給付金などの支給の臨時特別給付金などの支給

テイクアウト応援チケッテイクアウト応援チケッ
トの発行などトの発行など

山田錦などの酒造好適米山田錦などの酒造好適米
生産者に対する支援生産者に対する支援

市内の商店街などで利用で市内の商店街などで利用で
きるお買い物券などの発行きるお買い物券などの発行

市が借金するのはどうして？市が借金するのはどうして？
道路や学校など、将来にわたって使用することができる公共施設の整備費用を、現在の世
代だけが負担（納税）することは公平ではありません。市の借金には、将来の世代にも返
済費用を負担していただくことで、世代間の公平性を実現するという役割があります。

77億円 3.8億円 3.5億円 0.6億円

2.1億円 0.4億円 0.8億円 0.3億円

　高齢化の進展に伴う扶助費の増加や過去の借金（市債）の返済（償還）がピークを迎えたことで支出が
増加したことに加え、吉川町との合併により上乗せされていた交付税額の減少など、収入が減少した
ことで生じた収支不足を補うために貯金を取り崩すなどした結果、市の貯金（基金）の残高は、令和元
年度から約6億円減少しました。
　一方で、借金の残高は事業を抑制したことで、新たな借金よりも過去の借金の返済が多くなったこ
とから、令和元年度よりも約2億円減少しました。
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